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認知症介護論 単位数 履修方法 配当学年

1単位 S 1年以上

科目コード DD2215 担 当 教 員 高橋 誠一

※本科目は、平成28年度より「特講・社会福祉学15（認知症介護論）」（科目コード DT2215）から「認
知症介護論」（科目コード DD2215）に科目名を変更いたしました（平成28年度以降の履修登録者は

「認知症介護論」（科目コード DD2215）となります）。
※「特講・社会福祉学15（認知症介護論）」（科目コード DT2215）を平成27年度までに履修登録済みの

方へ。
　・単位修得済みの方→そのままで登録変更いたしません（内容は DD2215と同じです）。
　・単位未修得の方→「認知症介護論」（科目コード DD2215）に登録変更いたします。
※この科目のスクーリングは隔年開講の予定です。平成28年度の開講後は、平成30年度開講予定です。

■スクーリングで学んでほしいこと  
講義では、パーソンセンタードケア（その人を中心としたケア）を基本に、認知症を抱えた人の支

援とソーシャルワークについて学びます。認知症の病気の面ではなく、本人の生活の面から認知症ケ
アを考え、その人らしい生活を継続していく支援を考えます。

■スクーリング講義内容  
1 ）認知症の基礎知識を学ぶ
2 ）パーソンセンタードケアの基本を理解する
3 ）悪性の社会心理と前向きな働きかけを理解する
4 ）バリデーションセラピーの基本的考え方を理解する
5 ）認知症ケアのケアマネジメントを理解する
6 ）家族支援と地域支援を理解する
7 ）認知症ケアのソーシャルワークを理解する

■到達目標  
1 ）認知症を抱えた人の気持ちを理解できるようになる。
2 ）家族の気持ちを理解できるようになる。
3 ）パーソンセンタードケアの基礎を説明できる。
4 ）バリデーションセラピーの基礎を説明できる。
5 ）認知症を抱えた人の基礎的な支援ができるようになる。
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■スクーリング評価の基準  
授業への参加態度　+　スクーリング試験（持込すべて可）。試験では、とくにパーソンセンタード

ケアについての理解を問います。

■スクーリング時の教科書  
トム・キットウッド（著）、 キャスリーン・ブレディン（著）、高橋 誠一（監訳）、寺田 真理子（翻

訳）『認知症の介護のために知っておきたい大切なこと―パーソンセンタードケア入門』筒井書房・全
国コミュニティライフサポートセンター、2005年

※教科書は必ず持参してください。


